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（別紙）

令和３年度第１回西三河南部東構想区域地域医療構想推進委員会


	要望：感染症病床の確保について

	平成30年に愛知県がんセンター愛知病院を岡崎市に移管する際は岡崎市民病院へ整備する計画であった感染症病床、結核病床については、令和２年10月に岡崎市立愛知病院が愛知県立愛知病院となったことにより中断となり、本圏域内から感染症病床、結核病床が存在しない状態が発生し、当初の計画どおり進捗していない状況です（令和２年度　第２回本委員会で報告済み）。
特に感染症病床については、厚生労働省の「感染症の予防の総合的な推進を図るための基本的な指針」において、第２種感染症指定医療機関を「二次医療圏ごとに原則として一か所指定」することされていますが、本圏域内では指定病院がなく、愛知県の病床整備計画に定められた感染症病床、結核病床が不足病床となっています。
感染症対策上、圏域内に感染症病床の整備が必要ですが、整備運営にあたっては多額の費用が発生するため、愛知県からの財政支援、補助等により整備計画の進行を促すようお願いします。





